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わわわ かか ささ 議議 会会 だだ よよ りり平平成22平成22年年1111月月 第134号（2第134号（2））

算を認定
歳出33億3,057万円

歳 出歳 入事 業 名歳 出歳 入事 業 名

767万円767万円財 産 区 造 林8,620万円8,649万円簡 易 水 道

121万円121万円住宅新築資金等貸付２億2,075万円２億2,075万円公 共 下 水 道

2,728万円2,728万円若桜鉄道運営助成9,999万円9,999万円農 業 集 落 排 水

2,265万円733万円索 道664万円664万円赤 松 団 地 造 成

わわわ かか ささ 議議 会会 だだ よよ りり（（（33））第134号第134号 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 平平成22年平成22年1111月月

平成21年度決
一般会計 歳入34億9,771万円、

特
別
会
計

歳 出歳 入事 業 名

5億1,219万円５億1,266万円国 民 健 康 保 険

253万円264万円老 人 保 健

４億9,971万円５億825万円介 護 保 険

5,091万円5,131万円後期高齢者医療



わわわ かか ささ 議議 会会 だだ よよ りり平平成22平成22年年1111月月 第134号（4第134号（4））

主主主主主主主主主主主主主主主主
なななななななななななななななな
主
な
るるるるるるるるるるるるるるるるる
意意意意意意意意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見見見見見見見
のののののののののののののののの
要要要要要要要要要要要要要要要要

見
の
要
約約約約約約約約約約約約約約約約約

一
般
会
計

【
歳

入
】

審
査
の
経
過及び

結
果

平
成

年
９
月

日
の
本

22

14

会
議
に
お
い
て
、
決
算
審
査

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

案
件
を
審
査
す
る
た
め
、
本

会
期
中
の

日
～

日
に
当

17

22

委
員
会
を
開
催
し
、
執
行
部

の
出
席
を
求
め
、
慎
重
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
は
、
主
な
意
見
と
監
査

委
員
審
査
意
見
を
重
く
受
け

止
め
、
行
財
政
の
改
革
に
努

め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
認

定
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し

た
。下

記
以
外
に
も
「
そ
の
他

意
見
」
と
し
て

項
目
を
本

10

会
議
後
に
、
全
員
協
議
会
室

に
て
執
行
部
に
指
摘
し
ま
し

た
。

い
。
ま
た
、
地
籍
調
査
の
事

業
成
果
を
固
定
資
産
税
の
賦

課
に
活
用
さ
れ
た
い
。

⑧
単
県
林
道
用
地
事
業
に
つ

い
て

県
営
林
道
根
安
つ
く
米

線
、
及
び
諸
鹿
角
谷
線
が
早

く
完
成
す
る
よ
う
努
め
ら
れ

た
い
。
用
地
交
渉
に
つ
い
て

は
町
が
主
体
性
を
持
ち
、
最

大
限
の
努
力
を
さ
れ
た
い
。

⑨
道
路
維
持
事
業
に
つ
い
て

不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、

現
場
の
発
見
、
早
期
解
決
の

た
め
に
、
町
職
員
も
日
常
的

な
気
配
り
が
ほ
し
い
。
町
民

に
対
し
て
情
報
を
提
供
し
て

い
た
だ
く
こ
と
、
及
び
不
法

投
棄
は
し
な
い
よ
う
周
知
徹

底
さ
れ
た
い
。

⑩
各
事
業
は
実
施
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
係
数
に
よ
る

統
計
的
傾
向
な
ど
を
分
析

し
て
次
の
対
策
に
生
か
さ

れ
た
い
。

特
別
会
計

【
国
民
健
康
保
険
事
業
・
介

護
保
険
事
業
】

○
国
民
健
康
保
険
税
滞
納
繰

越
分
の
調
定
額
が
増
加
し

て
い
る
。
介
護
保
険
料
に

【
歳

出
】

①
不
用
額
に
つ
い
て

不
用
額
が
、
合
計
１
億
８
、

６
５
３
万
円
と
多
額
で
あ

り
、
１
、
０
０
０
万
円
を
超

え
る
多
額
の
も
の
、
及
び
予

算
額
の
２
分
の
１
以
上
を
占

め
る
も
の
が
あ
る
。
事
業
精

査
を
行
い
、
年
度
内
に
減
額

補
正
を
さ
れ
た
い
。

つ
い
て
も
同
じ
傾
向
で
あ

る
。
滞
納
額
減
少
の
た
め

に
更
な
る
徴
収
策
を
検
討

さ
れ
た
い
。

○
国
民
健
康
保
険
税
の
不
納

欠
損
額
が
多
額
で
あ
る
。

徴
収
事
務
を
改
善
さ
れ
た

い
。

【
簡
易
水
道
事
業
】

○
有
収
率
は
改
善
さ
れ
て
い

る
が
、
更
に
漏
水
調
査
を

徹
底
し
無
効
水
量
の
削
減

を
図
ら
れ
た
い
。

○
使
用
料
の
徴
収
努
力
を
さ

れ
た
い
。

○
「
水
道
事
業
経
営
懇
話
会
」

を
早
急
に
組
織
し
、
料
金

の
町
内
一
本
化
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
た
い
。

【
公
共
下
水
道
事
業
･
農
業

集
落
排
水
事
業
】

○
負
担
金
及
び
使
用
料
の
収

納
率
を
上
げ
る
工
夫
を
さ

れ
た
い
。

○
各
処
理
区
と
も
公
共
マ
ス

の
接
続
率
向
上
を
図
ら
れ

た
い
。

【
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
】

○
住
宅
新
築
資
金
等
償
還
対

策
委
員
会
と
も
連
携
し
、収

納
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

決決決決決決決決決決決決決決
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審審審審審審審審審審審審審審
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審
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告告告告告告告告告告告告告告
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告

顕

原

鹸

厳

験験験

験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

②
道
路
新
設
改
良
事
業
、
ま

ち
並
み
づ
く
り
推
進
事
業

に
つ
い
て

○
浦
町
線
（
蔵
通
り
）の
舗
装

工
事
は
工
法
的
に
不
評
で

あ
る
。町
の
方
針
を
早
急
に

決
定
し
対
応
さ
れ
た
い
。

○
若
桜
宿
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
、
文
化
財
保
護
審
議
会

と
連
携
を
取
り
、
積
極
的

に
事
業
を
推
進
さ
れ
た
い
。

③
人
材
育
成
事
業
に
つ
い
て

多
く
の
集
落
、
グ
ル
ー
プ

が
利
用
さ
れ
る
よ
う
幅
広
く

制
度
の
周
知
を
さ
れ
た
い
。

④
環
境
衛
生
事
業
に
つ
い
て

環
境
衛
生
委
員
の
役
割
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
環
境
改

善
の
た
め
の
意
思
統
一
を
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
対
策
に
つ
い
て
、
更
な

る
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑤
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推

進
事
業
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
の

受
診
率
が
、

％
未
満
と
低

30

い
。
受
診
率
が
向
上
す
る
よ

う
周
知
徹
底
さ
れ
た
い
。

⑥
特
産
品
開
発
支
援
事
業
、

活
性
化
施
設
管
理
運
営
事

業
に
つ
い
て

若
桜
町
農
産
物
を
使
用
し

た
料
理
等
、
実
用
化
に
向
け
、

更
な
る
開
発
と
販
路
拡
大
に

努
力
さ
れ
た
い
。

⑦
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

地
籍
調
査
事
業
の
ペ
ー
ス

を
上
げ
る
よ
う
検
討
さ
れ
た

①
滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て

町
税
、
保
育
料
、
町
営
住

宅
使
用
料
、
改
良
住
宅
使
用

料
等
で
、
滞
納
繰
越
分
の
調

定
額
が
増
加
し
て
い
る
。
な

お
一
層
の
徴
収
率
向
上
を
図

ら
れ
た
い
。

②
町
税
の
不
納
欠
損
に
つ
い

て町
民
税

万
円
、固
定
資
産

56

税
２
２
１
万
円
な
ど
多
額
処

理
が
な
さ
れ
た
が
、不
納
欠
損

処
理
は
避
け
る
よ
う
時
効
の

中
断
措
置
な
ど
、徴
収
事
務
を

改
善
さ
れ
た
い
。

わわわ かか ささ 議議 会会 だだ よよ りり（（（55））第134号第134号 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 平平成22年平成22年1111月月

財政関係指標等
（地方債、基金残高の単位：千円）

数 値
区 分

平成21年度末平成20年度末

87.1%89.6%経 常 収 支 比 率

15.2%18.5%実質公債費比率（単年度値）

17.4%19.0%実質公債費比率（３年間の平均値）

5,847,2686,317,177地 方 債 残 高

3,150,8943,432,533一 般 会 計
内

訳

265,579275,002簡易水道事業会計

1,386,9211,496,488公共下水道事業会計

1,002,2611,065,389農業集落排水事業会計

41,61347,765赤松団地造成事業会計

00住宅新築資金等貸付事業会計

1,306,2741,101,434基 金 残 高

監監監

査

委

査

委

員員

川
戸

清

川
戸

清
廣廣

監監

査

委

査

委

員員

上
川
裕
見

上
川
裕
見
子子
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算算算算算算算算算算
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査査査査査査査査査査
意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見
要要要要要要要要要要

決
算
審
査
意
見
要
約約約約約約約約約約約

平
成

年
８
月

日
か
ら

日
ま
で
の
５
日
間
、

22

18

24

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成

年
度
各
会
計
決
算

21

書
・
歳
入
歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
及
び
実
質
収
支

に
関
す
る
調
書
な
ど
を
照
合
し
た
結
果
、計
数
に
誤

り
は
認
め
ら
れ
ず
、
い
ず
れ
も
正
確
で
、
預
け
入

れ
金
融
機
関
の
預
貯
金
高
と
も
符
合
し
て
お
り
、適

正
で
あ
る
と
認
め
た
。
ま
た
、
基
金
に
関
す
る
調

書
の
計
数
並
び
に
土
地
開
発
基
金
の
運
用
に
つ
い

て
も
、
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

例
月
出
納
検
査
、
定
期
監
査
等
も
踏
ま
え
指
摘

事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
の
事
務
事
業
の
執
行
に
あ
た
り
留
意
、
検

討
を
要
す
る
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

④
備
品
の
管
理
に
つ
い
て

備
品
に
つ
い
て
は
明
細

が
連
記
さ
れ
て
い
る
が
、台

帳
と
し
て
の
要
を
な
し
て

い
な
い
。早
急
に
備
品
台
帳

を
整
備
さ
れ
た
い
。

尚
、②
及
び
④
の
整
備
に

あ
た
っ
て
は
、財
務
規
則
の

見
直
し
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑤
不
用
額
に
つ
い
て

一
般
会
計
の
不
用
額（
１

億
８
、
６
５
２
万
９
千
円
）

は
、昨
年
度
の
不
用
額
と
比

べ
て
、
２
・
ポ
イ
ン
ト
上

32

昇
し
て
い
る
。出
来
る
だ
け

早
期
に
事
業
着
手
を
し
、年

度
中
に
予
算
を
補
正
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑥
不
納
欠
損
処
理
に
つ
い
て

不
納
欠
損
額
は
調
書
の

と
お
り
で
あ
る
。時
効
の
消

滅
に
よ
る
も
の
が
約
７
割

貸
付
金
の
回
収
に
努
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑨
下
水
道
接
続
率
の
向
上
に

つ
い
て

引
き
続
い
て
下
水
道
接

続
率
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
。
ま
た
、下
水
道
未
接
続

の
若
葉
団
地
に
つ
い
て
は
、

建
物
の
老
朽
化
が
著
し
い

こ
と
か
ら
中
長
期
的
な
プ

ラ
ン
を
策
定
さ
れ
た
い
。

不納欠損額調書 （単位：円、件）

総 計
介護会計国保会計一 般 会 計

会計別 介護保険料国民健康保険税保育料住民税等

件数欠損額件数欠損額件数欠損額件数欠損額件数欠損額

2865,854,41732293,7481123,676,5222107,6201401,776,527時効消滅

1051,048,40035238,50127424,800－－43385,099執行停止中
時 効 消 滅

2063,199,9841059,6161042,419,066－－92721,302執行停止後
３ 年 消 滅

1256,991－－－－－－1256,991執行停止後
即 時 消 滅

609
（75人）10,159,79277

（10人）591,865243
（23人）6,520,3882

（2人）107,620287
（42人）2,939,919計

※計欄の（ ）内の数字は述べ人数で、実質人員の総計は53人です。

財産・滞納金の整理が急がれる！

を
占
め
て
い
る
が
、時
効
の

中
断
に
万
全
を
期
す
こ
と

や
執
行
停
止
に
よ
る
手
続

き
を
行
う
こ
と
。

⑦
各
種
税
と
使
用
料
等
の
収

入
未
済
額
の
回
収
に
つ
い
て

町
税
を
は
じ
め
各
種
税

と
使
用
料
等
の
収
入
未
済

額
の
回
収
に
つ
い
て
は
、滞

納
整
理
対
策
本
部
並
び
に

県
及
び
町
税
務
職
員
相
互

併
任
制
度
に
よ
り
対
策
を

強
化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

活
動
は
極
め
て
重
要
で
そ
の

継
続
が
肝
要
で
あ
る
。
引
き

続
き
こ
れ
ら
の
回
収
に
は
格

段
の
努
力
を
願
い
た
い
。

⑧
住
宅
新
築
資
金
、宅
地
取
得

資
金
、住
宅
改
修
資
金
貸
付

金
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
債
権
は
、法
的

な
手
続
き
も
考
え
な
が
ら

⑩
補
助
制
度
の
町
民
へ
の
周

知
徹
底
に
つ
い
て

町
民
の
生
活
向
上
に
向

け
て
各
種
補
助
事
業
を
創

設
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
町
民
へ
の
周
知

が
不
十
分
な
補
助
事
業
も

見
受
け
ら
れ
る
。
補
助
制

度
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
も
、
制
度
の
周
知
徹

底
を
は
か
ら
れ
た
い
。

留
意
、
検
討
事
項

①
財
政
運
営
の
指
標

に
つ
い
て

財
政
関
係
指
標

等
の
数
値
は
表
の
と

お
り
で
あ
る
。
経
常

収
支
比
率
は

ポ
イ

2.5

ン
ト
改
善
さ
れ
、
指

針
と
な
る

％
に
向

75

け
さ
ら
な
る
改
善
努

力
を
の
ぞ
む
。

②
財
産
に
関
す
る
調

書
に
つ
い
て

公
有
財
産
の
う

ち
土
地
及
び
建
物

は
台
帳
の
整
備
に

取
組
ま
れ
て
い
る

が
、
引
き
続
き
山
林

を
含
め
て
整
備
さ

れ
た
い
。

③
遊
休
資
産
の
有
効

活
用
に
つ
い
て

施
設
の
統
廃
合

等
に
伴
い
遊
休
資
産

が
増
え
て
い
る
。
町

民
の
意
見
を
十
分
に

取
り
入
れ
て
有
効

に
活
用
さ
れ
た
い
。
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９９月定例会の一般質問月定例会の一般質問はは、、９月９月1515日に日に
６６人の議員が町政の課題について質問人の議員が町政の課題について質問しし
ましたました。。
質問の要旨と町長他の答弁を要約質問の要旨と町長他の答弁を要約しし

て紹介しますて紹介します。。

Ｑ

民
主
党
政
権
で
は
、
今

年
６
月
地
域
主
権
改
革
戦

略
大
綱
に
道
州
制
を
掲
げ
、

進
め
て
い
ま
す
。
自
公
政
権

時
位
置
づ
け
ら
れ
た
基
礎

自
治
体
に
つ
い
て
は
数
を

７
０
０
～
８
０
０
に
変
更

し
ま
し
た
が
、
全
国
町
村
会

等
の
反
対
に
よ
り
、
数
は
削

除
し
た
も
の
の
、
規
模
拡
大

の
狙
い
は
疑
い
あ
り
ま
せ

ん
。
道
州
制
及
び
基
礎
自
治

体
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い

ま
す
。

小
林
昌
司
町
長

A

道
州
制
は
枠
組
み
論

が
先
行
し
、
導
入
後
の
日
本

の
姿
が
見
え
な
い
中
で
議
論

は
困
難
で
す
。
導
入
後
に
市

町
村
に
ど
こ
ま
で
権
限
が
移

譲
さ
れ
る
の
か
に
よ
っ
て
、
事

務
処
理
能
力
も
変
わ
り
ま

す
。
現
時
点
で
基
礎
自
治
体

の
人
口
規
模
等
に
つ
い
て
は

答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、

全
国
町
村
会
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
道
州
制
に
反
対
の
立

場
を
と
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

新
潟
県
立
大
学
田
口

准
教
授
は
、
今
の
都
道
府
県

制
の
何
が
問
題
な
の
か
議

論
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と

合
せ
、
導
入
後
鳥
取
県
の
よ

う
な
小
さ
な
県
は
、
切
り
捨

て
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
鳥

取
大
学
藤
田
教
授
は
供
自
立

の
町
が
元
気
僑
と
し
て
、
そ

の
中
で
若
桜
町
を
紹
介
し
、

合
併
し
な
か
っ
た
お
か
げ

で
プ
ラ
ス
効
果
を
呼
ん
だ

と
評
価
し
て
い
ま
す
が
、
道

州
制
に
よ
り
県
と
同
様
、
若

桜
町
も
切
り
捨
て
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
す
か
。

小
林
町
長

A

こ
の
問
題
で
も
っ
と

も
大
切
な
の
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

私
の
経
験
で
も
、
小
さ
な
町

だ
か
ら
こ
そ
行
政
が
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
の

で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
大
き
く

な
っ
た
ら
、
住
民
参
画
も
少

な
く
な
り
ま
す
。
道
州
制
問

題
で
そ
の
こ
と
を
一
番
危

惧
す
る
わ
け
で
す
。

い
て
は
、
天
井
を
設
置
し
飛

散
を
防
止
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｃ

Ｂ
廃
棄
物
は
、
旧
若
桜
中
学

校
蛍
光
灯
安
定
器
で
、
保
管

庫
で
適
正
管
理
し
、
来
年
度

の
処
分
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
石
綿
管
の
安
全

性
に
つ
い
て
は
、
世
界
保
健

機
関
の
報
告
で
石
綿
管
を

通
し
た
水
道
水
を
飲
む
こ

と
に
よ
る
健
康
影
響
は
認

め
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で

あ
り
、
安
全
性
に
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
管
の
更
新
に
つ
い

有害物質

町
内
の
管
理
は

大
丈
夫
？

心
配
あ
り
ま
せ
ん

Ｑ

町
内
に
存
在
す
る
有

害
物
質
を
含
む
物
の
管
理
、

汚
染
の
可
能
性
の
あ
る
場

所
の
説
明
、
水
道
石
綿
管
の

安
全
性
と
交
換
の
計
画
、
及

び
旧
町
ご
み
焼
却
場
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
は
な
い

か
、
隣
接
の
旧
火
葬
場
は
大

丈
夫
か
伺
い
ま
す
。小

林
町
長

A

町
内
の
公
共
施
設
の

ア
ス
ベ
ス
ト
で
す
が
、
公
民

館
に
つ
い
て
は
昨
年
度
撤

去
し
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ

て
は
、
今
年
３
０
０
ｍ
、
28

年
度
ま
で
に
２
、
８
０
０
ｍ

の
敷
設
換
え
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
旧
焼
却
場
は
平
成

年
調
査
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ

１４ン
濃
度
が
全
て
の
箇
所
で

基
準
以
下
で
し
た
。
火
葬
場

は
焼
却
物
が
限
ら
れ
て
い

る
の
で
心
配
な
い
と
考
え

ま
す
。

中
尾
議
員
は
そ
の
他
、
防

災
対
策
に
つ
い
て
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

道州制

切
捨
て
る
？
小
規
模
自
治
体

全
国
町
村
会
も
反
対

中尾理明議員

旧ごみ焼却場
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駅
若
桜
桜
ん
坊
へ
の
影
響
及
び

姫
鳥
線
や
国
道

号
等
に
案
内

53

看
板
の
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

小
林
町
長

A

今
年
４
月
、
国
交
省
の
国

道

号
落
折
で
の
調
査
に
よ
る

29
と
、
平
日
が
１
、
０
０
０
台
で

前
年
比

％
減
少
、
休
日
は
１
、

23

２
０
０
台
で

％
減
少
と
な
っ

29

て
い
ま
す
。

道
の
駅
の
４
月
か
ら
８
月
ま

で
の
販
売
所
の
売
り
上
げ
は

３
、
０
３
０
万
円
で
前
年
比
５
・

４
％
減
、
食
堂
は
７
３
０
万
円

で
前
年
並
み
、
本
年
度
計
画
の

％
で
す
。

75
若
桜
町
への
誘
導
看
板
は
無
く

国
交
省
へ
要
望
し
ま
す
。

川
Ｙ
Ｙ
Ｃ
が
中
心
と
な
っ
て
受

け
入
れ
て
き
た
。事
業
効
果
を
伺

い
ま
す
。

小
林
町
長

A

毎
年
、
３
～
４
家
族
、

人
10

～

人
の
参
加
者
。若
桜
町
や
吉

13
川
地
区
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫

し
、
地
域
の
人
々
の
温
か
さ
や
田

舎
暮
ら
し
の
良
さ
を
実
感
し
て
頂

い
た
。移
住
、
定
住
に
発
展
す
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

Ｑ

今
度
は
武
蔵
野
市
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、若
桜
町
の
特
産

品
や
そ
ば
う
ち
販
売
を
す
れ
ば

良
い
宣
伝
に
も
な
り
ま
す
。実
現

で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

小
林
町
長

A

秋
の
青
空
市
への
出
店
許
可

を
頂
き
ま
し
た
。
Ｙ
Ｙ
Ｃ
は
武
蔵

野
市
住
民
と
の
交
流
に
意
欲
的
で

あ
り
、支
援
し
て
い
き
ま
す
。

跡
地
を
公
共
施
設
と
し
て
利

用
、
民
間
企
業
へ
売
却
、
町
民
へ

分
割
販
売
す
る
案
等
難
し
い
課

題
で
す
が
長
期
間
の
放
置
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
仮
称「
跡
地
利
用

検
討
委
員
会
」を
設
置
さ
れ
ま
す

か
。

植
島
荘
司
教
育
長

A

重
要
課
題
で
す
。委
員
会
の

設
置
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

小
林
町
長

A

町
民
的
な
議
論
が
必
要
で

す
。い
ろ
い
ろ
な
団
体
や
議
会
と

も
相
談
し
て
い
き
ま
す
。

が
異
な
っ
て
い
ま
す
。経
営
健
全

化
の
た
め
に
統
合
も
選
択
肢
の

１
つ
で
す
。
料
金
は
、３
段
階
ぐ

ら
い
に
わ
け
て
や
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

Ｑ
「
住
民
基
本
条
例
」
を
制
定

す
る
基
本
的
な
意
義
、
理
念
と
、

制
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

小
林
昌
司
町
長

A

住
民
、
議
会
、
町
の
役
割

と
責
任
を
明
確
化
に
し
、
住
民

の
立
場
で
新
た
な
自
治
を
確
立

し
ま
す
。

今
年
度
中
に
仮
称「
住
民
基

本
条
例
策
定
委
員
会
」を
立
ち

上
げ
、平
成

年
度
に
制
定
し

24

ま
す
。

坂本 等議員

道の駅

案
内
看
板
を

要
望
し
ま
す

Ｑ

今
年
３
月
、鳥
取
自
動
車
道

の
県
内
全
線
開
通
に
よ
る
国
道

号
の
交
通
量
の
変
化
と
道
の

29

都市交流

交
流
は
相
互
に

定
住
発
展
に
期
待

Ｑ

平
成

年
度
か
ら
３
年
間
、

20

武
蔵
野
市
と
家
族
自
然
体
験
交

流
事
業
が
本
町
で
実
施
さ
れ
、吉

若小跡地

妙
案
を

委
員
会
設
置
し
て

Ｑ

平
成

年
度
か
ら
小
中
一

24

貫
校
と
な
り
、
若
小
施
設
は
不
要

と
な
り
ま
す
。

水道料金

全
町
一
本
化
は
？

委
員
を
選
び
早
期
に

Ｑ

水
道
施
設
の
統
合
化
と
料

金
の
一
本
化
を
検
討
す
る
「
水
道

事
業
経
営
懇
談
会
」の
設
置
計
画

と
、イ
メ
ー
ジ
を
伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

A

人
程
の
委
員
を
選
任
し

10

早
い
時
期
に
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

各
地
域
の
施
設
は
、建
設
当
時

の
工
事
費
等
に
よ
り
供
給
条
件

鳥獣害

獣
肉
の
産
業
化
を

関
係
機
関
と
連
携
し
て

Ｑ

鹿
、
猪
の
被
害
が
ひ
ど
い
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
奨
励
金
等
を
再

検
討
し
、捕
獲
の
強
化
を
猟
友
会

に
要
請
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、捕
獲
し
た
鹿
な
ど
の

処
理
場
、加
工
場
を
若
桜
町
に
設

置
す
る
よ
う
県
へ
の
働
き
か
け
、

あ
る
い
は
町
独
自
で
の
対
応
を

検
討
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

新
た
に
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
等
の

開
発
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

小
林
町
長

A

肉
や
骨
な
ど
の
処
理
は
猟

友
会
と
相
談
し
ま
す
。

町
内
に
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
が
、利
益
を
追
求

す
る
運
営
は
県
や
町
で
は
出
来

ま
せ
ん
の
で
、民
間
の
方
が
必
要

で
す
。

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
は
県
と
一
緒

に
な
っ
て
研
究
し
ま
す
。

住民基本
条例

地
方
自
治
は
？

住
民
の
立
場
で
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Ｑ

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
進

捗
状
況
と
、
今
後
の
宅
内
工

事
は
ど
の
集
落
か
ら
工
事
を

す
る
の
で
す
か
。

小
林
昌
司
町
長

A

工
事
の
状
況
は
、
計
画

の
通
り
に
進
ん
で
い
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
基
幹
工
事
の

ケ
ー
ブ
ル
敷
設
は

月
中
に

11

は
完
了
予
定
で
す
。
ま
た
、

宅
内
工
事
は
、

月
下
旬
か

11

ら
随
時
行
い
ま
す
が
、
ど
の

集
落
か
ら
開
始
す
る
か
現
段

階
で
は
決
め
て
お
り
ま
せ

ん
。

Ｑ

光
電
話
に
す
る
と
こ
れ

ま
で
の
電
話
代
と
比
べ
て
ど

う
な
る
の
か
お
尋
ね
し
ま

す
。

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
認
識

で
良
い
の
か
お
尋
ね
し
ま

す
。

小
林
町
長

A

現
在
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
さ
れ
て
い
る

方
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
利
用
料

金
が
最
大
で
月
額
約
１
、
２

０
０
円
程
度
高
く
な
る
方
も

あ
り
ま
す
が
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
利
用
料
金
は
、
光
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今

よ
り
安
い
価
格
で
利
用
で
き

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

矢
部
康
樹
総
務
課
参
事

前
住
家
の
料
金
プ
ラ
ン
を

基
本
に
話
を
し
ま
す
と
、１
、

６
０
０
円
と
２
、
９
０
０
円

と
５
７
５
円
足
す
と
、
５
、

０
７
５
円
で
す
。こ
れ
が
５
、

３
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
と
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
料
金

２
、
０
９
０
円
は
、
１
、
２

０
０
円
に
下
が
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
月
の
使
用
料
は
安

く
な
り
ま
す
。

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
料
金

は
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
よ
り
、
光
の

方
が
値
段
は
す
べ
て
下
が
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

マ
ン
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
と

一
戸
建
て
と
で
料
金
が
違
い

ま
す
か
。

小
林
町
長

A

町
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等

の
環
境
を
整
備
し
、
区
別
な

く
町
民
で
あ
れ
ば
５
、
３
０

０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

※表１

ひかり現在電話料金

1,560円＋
町内無料、
全国一律
３分８円

1,600円
＋通話料

プッシュ
回線

1,450円
＋通話料

ダイヤル
回線

光
電
話
で
は
、
町
内
の
通

話
料
が
無
料
。
全
国
ど
こ
に

か
け
て
も
３
分
８
円
で
か

け
ら
れ
る
の
で
、
電
話
料
金

が
安
く
な
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
者
の
中
で
、
月
額
費
用
が

も
っ
と
高
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
の
声

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
前
住
家
を
調
べ

て
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
下
記

の
表
（
※
２
）
の
よ
う
に
６

９
９
円
ほ
ど
安
く
な
り
ま

※表２ 前住家の８月分 単位：円
光ADSLO社のまま
1,2002,090プロバイダー料

5,300
1,600電話回線料
2,900サービスプラン
575モデム賃貸＋屋内配線

180180電 話 代
6,6807,345計
7,0147,713税込み合計

ADSL－光＝差額 7,713－7,014＝699円安い

̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦̦ ˍ̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱̱ ̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖̖
（（8（8））

ブロードバンド
事業

月
額
費
用
は
？

安
く
な
り
ま
す

前住孝行議員

員
会
を
組
織
い
た
し
各
部
会

で
具
体
的
な
検
討
を
計
画
的

に
進
め
て
い
ま
す
。事
務
的
な

と
こ
ろ
に
つ
き
ま
し
て
は
順

調
に
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

Ｑ

設
計
委
託
は
、
ど
の
よ

う
な
条
件
で
発
注
さ
れ
る
の

で
す
か
。

植
嶋
教
育
長

A

こ
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局

で
の
案
で
す
。
ま
だ
、
施
設

に
つ
い
て
は
こ
の
時
点
で
は

申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ

小
中
一
貫
校
を
機
に
若

桜
特
有
の
教
育
を
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

植
嶋
教
育
長

A

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
小
中

学
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
太

鼓
な
ど
の
郷
土
芸
能
の
伝

承
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

地
域
と
の
交
流
、
ス
キ
ー
な

ど
地
域
住
民
の
協
力
を
得
た

教
育
活
動
を
引
き
続
き
考
え

て
い
ま
す
。

小中一貫校

若
桜
独
自
の
教

育
を

特
色
あ
る
教
育
の

継
続

Ｑ

小
中
一
貫
校
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

植
嶋
荘
司
教
育
長

A

小
中
一
貫
校
の
進
捗
状

況
は
、
小
中
一
貫
校
設
立
委

小
林
町
長

A

ア
ナ
ロ
グ
電
話
利
用
者

の
基
本
料
金
は
、左
の
表（
※

１
）
の
通
り
で
す
。
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Ｑ

平
成
２
年
以
降
の
国
勢

調
査
の
た
び
に
、
５
０
０
人

前
後
で
人
口
が
減
少
し
て
お

り
、
今
年
の
国
勢
調
査
の
数

字
が
大
変
気
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
国
勢
調
査
に
よ
る

人
口
は
、
地
方
交
付
税
交
付

金
の
算
定
基
準
と
し
て
使
わ

れ
ま
す
が
、
本
町
の
財
政
へ

の
影
響
は
、
ど
れ
く
ら
い
に

な
り
そ
う
で
す
か
。

小
林
昌
司
町
長

A

年
度
交
付
税
算
定
基

22

準
で
試
算
す
る
と
、
１
０
０

人
減
少
ご
と
に
６
０
０
万
円

ほ
ど
の
減
少
と
な
り
ま
す
。

今
国
勢
調
査
は
、
６
０
０
人

減
で
３
、６
０
０
万
～
４
、０

０
０
万
円
減
を
考
え
て
い
ま

す
が
、
過
疎
地
域
は
人
口
急

減
補
正
単
価
が
あ
り
、
人
口

減
の
割
に
交
付
税
は
減
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

人
口
問
題
は
、
行
政
と

地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
、
実

情
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

全
町
民
が
思
い
を
ひ
と
つ
に

し
て
対
策
に
取
り
組
ん
で
こ

そ
成
果
が
表
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
、

最
優
先
課
題
と
し
て
向
き
合

い
、
解
決
施
策
を
考
え
て
は

い
か
が
で
す
か
。

小
林
町
長

A

人
口
減
少
の
問
題
は
、

都
市
周
辺
の
町
村
と
違
い
、

中
山
間
地
域
は
、
非
常
に
地

理
的
に
も
不
利
で
す
。
特
定

の
課
題
と
い
う
よ
り
、
国
、

地
方
を
含
め
て
総
合
的
な
対

応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
で
す
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
で
は
な

く
、
各
施
策
に
盛
り
込
ん
で

い
き
ま
す
。

人口問題

財
政
へ
の
影
響
は
？

交
付
税
減
ら
な
い

上川裕見子議員

で
す
が
、い
か
が
で
す
か
。

小
林
町
長

A

実
は
、
私
も
こ
の
問
題

に
は
興
味
を
も
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
早
い
機
会
に
環

境
衛
生
委
員
に
八
頭
町
な
ど

他
所
の
現
場
を
見
て
も
ら

い
、
モ
デ
ル
地
域
を
作
っ
て

い
く
べ
き
と
思
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ

私
た
ち
が
出
し
た
ご
み

が
、
緑
色
の
半
透
明
な
ご
み

袋
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
商
品

を
町
指
定
の
ご
み
袋
に
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。
消
費
者

が
目
に
す
る
こ
と
は
、
循
環

型
社
会
形
成
へ
の
意
識
の
向

上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、「
若
桜
町
指
定
ご
み

袋
」
の
シ
ー
ル
表
示
作
業
を

小
規
模
作
業
所
に
依
頼
す
れ

ば
、
障
が
い
者
の
仕
事
の
創

造
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま

す
。
い
か
が
で
す
か
。

小
林
町
長

A

い
い
提
案
な
の
で
、
真

剣
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ごみ減量化

連
携
し
た
取
り

組
み
は

早
期
実
現
へ

町
の
施
策
で
ス
ト
ッ
ク
す
る

こ
と
を
考
え
て
は
い
か
が
で

す
か
。
ま
た
、
売
価
は
。

（
参
考
／
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
に
、
平
成

、

年

25

26

「
ご
み
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

整
備
事
業
」
の
記
載
有
り
）

小
林
町
長

A

東
部
広
域
で
も
有
償
処

分
し
て
お
り
、
平
成

年
度

２１

実
績
は
、全
市
町
分
で
約
２
、

１
０
０
万
円
が
収
入
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
町
で
自
主
回
収

で
き
な
い
か
考
え
ま
す
。

中
村
秀
男
町
民
福
祉
課
長

A

東
部
広
域
の
売
却
単
価

は
、
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
若
桜
小
学

校
の
実
績
単
価
は

円
、
小

60

船
は

円
で
し
た
。

50

Ｑ

生
ご
み
の
処
理
方
法

は
、燃
焼
、炭
化
、飼
料
化
、堆

肥
化
、
消
滅
方
式
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
一
次
産
業
の
方
々

と
手
を
組
み
、研
究
・
研
修
を

重
ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

町
民
福
祉
課
と
産
業
観
光
課

が
連
携
し
、
ご
み
政
策
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
の

過疎の進む集落

解決施策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
解
決
を

各
施
策
に
盛
り

込
む

Ｑ

ア
ル
ミ
缶
の
引
取
単
価

は
安
定
し
て
い
る
の
で
、
本
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Ｑ

観
光
客
の
方
々
な
ど
が

宿
内
を
散
策
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
空
き
家
を
有
効
活
用

で
き
れ
ば
、
に
ぎ
わ
い
も

戻
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
の
状
況
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

小
林
昌
司
町
長

A

本
年
度
商
工
会
が
行
う

空
き
家
調
査
、
所
有
者
の
意

向
調
査
を
実
施
し
て
、
有
効

活
用
を
検
討
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
活
用
を

計
画
さ
れ
る
団
体
な
ど
あ
れ

ば
可
能
な
支
援
は
積
極
的
に

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

Ｑ

以
前
よ
り
話
が
出
て

い
る
小
船
の
美
術
館
（
お
も

ち
ゃ
の
館
）
移
転
の
進
捗
状

況
は
ど
う
で
す
か
。

小
林
町
長

A

現
在
所
有
者
の
竹
中
さ

ん
と
お
会
い
し
、
本
町
へ
貸

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
話
を

し
て
い
ま
す
。
商
工
会
に
商

工
業
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
、
早
期
に
取
り
組
む
事
業

と
し
て
計
画
に
盛
り
込
み
、

協
議
し
て
、
来
年
度
、
早
期

に
開
館
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

町
民
が
通
常
参
加
で
き

る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

活
用
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

小
林
町
長

A

今
の
と
こ
ろ
特
産
品
や

野
菜
な
ど
は
、
道
の
駅
で
販

売
し
て
お
り
、
議
員
お
尋
ね

の
部
分
は
、
大
型
車
駐
車
ス

ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
面
は
テ
ン
ト
の
貸
し
出
し

を
利
用
し
て
も
ら
っ
た
方
が

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

空き家

有
効
活
用
は
？

支
援
し
ま
す

中村敏明議員

おもちゃの館

宿
内
移
転
の
計

画
は
？

早
期
に
開
館
へ

道の駅

町
有
ス
ペ
ー
ス
の

有
効
活
用
は
？

テ
ン
ト
利
用
を

観光事業

営
業
部
分
の
強

化
を

皆
が
広
報
マ
ン
に

有効活用したいスペース

Ｑ

ど
の
よ
う
な
事
業
に

関
し
て
も
営
業
部
分
は
一

番
重
要
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
本
町
で
も
多
数
の

観
光
資
源
が
あ
る
中
、
小
さ

な
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ン
の
計

画
、
作
成
、
発
信
で
き
る
よ

う
な
営
業
セ
ク
シ
ョ
ン
で

も
あ
れ
ば
き
め
細
や
か
な

営
業
活
動
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。小

林
町
長

A

私
も
小
さ
な
こ
と
で

も
情
報
発
信
す
る
の
は
、
非

常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
は
、
観
光
協
会
の
独
立
し

た
基
盤
整
備
を
し
て
、
事
業

な
ど
一
括
し
て
把
握
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、職
員
、議
員
さ
ん
も
若
桜

町
の
広
報
マ
ン
に
な
っ
て
い
た

だ
き
、
職
員
私
自
身
も
し
っ

か
り
と
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人通りの少ない宿通り
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Ｑ

チ
ラ
シ
の
作
成
、
配
布

と
新
聞
の
掲
載
な
ど
各
種
Ｐ

Ｒ
、
ま
た
、
民
間
建
設
業
者

と
の
連
携
、
対
策
協
議
会
の

設
立
を
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
７
月
４
日
に
、
民

間
の
完
成
見
学
会
に
合
わ
せ

て
販
売
促
進
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

販
売
に
つ
い
て
、
販
売
の
プ

ロ
で
あ
る
民
間
の
業
者
を
加

え
た
対
策
協
議
会
等
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

A

私
も
賛
同
す
る
も
の

で
、
当
面
は
役
場
内
に
設
置

し
て
い
る
赤
松
団
地
販
売
促

進
本
部
会
議
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
出
席
を
い
た
だ

く
な
ど
、民
間
業
者
が
持
っ
て

お
ら
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
、早
期
に
完
売
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

未
だ
、
公
共
下
水
へ
の

接
続
は
な
さ
れ
て
い
な
い

住
宅
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の

生
活
環
境
向
上
の
た
め
に

も
、
改
修
か
、
建
て
替
え
か

の
判
断
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

A

早
急
に
住
宅
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
人

口
の
定
住
と
い
う
面
か
ら

Ｑ

平
成

年
度
に
出
さ
れ

19

た
総
合
計
画
も
来
年
度
で
期

限
を
迎
え
ま
す
。
今
回
の
第

８
次
総
合
計
画
の
策
定
に
概

ね
１
年
を
要
し
て
策
定
を
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
第
９
次
総

合
計
画
の
策
定
に
向
け
て
策

定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま

す
。

小
林
昌
司
町
長

A

ま
ち
づ
く
り
の
集
落
懇

談
会
、
ま
ち
づ
く
り
町
民
の

知
恵
（
仮
称
）
を
設
け
な
が

ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
十
分
に
念
頭
に
計
画
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

前
回
、住
民
の
皆
さ
ん
と
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
時
間

が
な
か
っ
た
の
が
現
実
で
、
早

め
に
準
備
を
し
、
年
度
に
入
っ

て
す
ぐ
策
定
に
か
か
り
た
い
。

総合計画

策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

年
度
に
入
っ
て
す
ぐ

川上 守議員

赤松団地

販
売
促
進
は
？

民
間
業
者
と
連
携
で

町営住宅

建
て
替
え
は
？

マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
で

も
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
改
修
、
建
て
替
え
を
考

え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、こ
の
計
画
を
策
定
し
、

建
て
替
え
、
個
別
改
善
、
全

面
改
修
、
維
持
保
全
等
を

や
っ
て
快
適
に
若
桜
で
生
活

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

見
を
出
し
合
え
る
機
会
の
場

が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
今
年
度
、
集
落
担
当
の

職
員
が
配
置
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
し
っ
か
り
と
集
落
に

出
向
い
て
い
た
だ
き
、
若
者

の
意
見
を
聞
く
場
を
多
く

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
集
落
担
当
職

員
の
仕
事
に
つ
い
て
、
今
後

の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

A

幅
広
く
住
民
の
意
見
を

伺
う
と
共
に
、
行
政
と
集
落

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
役
割

を
担
う
よ
う
に
期
待
し
て
い

ま
す
が
、
職
員
に
は
若
い
職

員
も
い
る
の
で
、
気
軽
に
若

者
の
意
見
を
聞
け
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

来
年
度
策
定
し
ま
す
次
期

総
合
計
画
の
策
定
作
業
の
中

で
も
、
若
桜
町
の
将
来
を
担

う
若
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
く
機
会
も
作
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

老朽化した町営住宅

まちづくり

若
者
参
画
の
手

段
は
？

集
落
担
当
職
員
と

Ｑ

若
者
と
行
政
が
本
町
の

将
来
、
現
状
に
つ
い
て
、
意
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定
例
議
会会会会会会会会会会会

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

【
主
な
歳
入
】

町
税

△
１
、
１
６
６
万
円

地
方
交
付
税９

、
３
８
０
万
円

県
支
出
金

７
０
９
万
円

町
債

△
４
、
２
１
８
万
円

【
主
な
歳
出
】

国
際
交
流
事
業

１
４
７
万
円

バ
ス
運
行
事
業

１
８
８
万
円

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
費

１
５
５
万
円

農
村
整
備
事
業

３
３
７
万
円

若
桜
材
需
要
拡
大
推
進
事
業

５
５
０
万
円

林
道
屋
堂
羅
線
開
設
費

３
３
３
万
円

町
道
補
修
事
業
（
不
特
定
）

２
２
２
万
円

平
成

年
第
6
回
若
桜
町

21

議
会
定
例
会
は
、
９
月

日
14

に
招
集
さ
れ
町
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
案

議
案
、
議
員

17

提
出
議
案
3
件
は
慎
重
審
議

の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
、

認
定
し
ま
し
た
。

ૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄ

႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕

◆
若
桜
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

良
好
な
施
設
の
維
持
管
理

を
行
い
な
が
ら
充
実
し
た
社

会
教
育
事
業
等
を
推
進
す
る

た
め
、
館
長
補
佐
役
と
し
て

副
館
長
配
置
に
関
す
る
条
例

改
正
。ထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထ

ॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳ

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

５
、
５
７
６
万
円
を
追
加

し
、
総
額

億
６
、
３
７
４

29

万
円
と
し
た
。

町
営
住
宅
管
理
事
業

２
１
６
万
円

小
中
一
貫
校
整
備
事
業

２
、
１
０
０
万
円

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

維
持
修
善
事
業

２
５
４
万
円

拡
張
改
善
事
業

１
９
２
万
円

⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋⅋
⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛⅛
ఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈఈ

◆
町
道
屋
堂
羅
１
号
線
の
廃

止新
道
が
建
設
さ
れ
路
線
が

重
複
し
て
お
り
、
旧
道
は
役

割
を
終
え
た
も
の
と
し
て
廃

止
す
る
も
の
。

廃止された町道（左側）

9月定例会において常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査が行われ次のとおり決定しました。

陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願陳情書・請願書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果審査結果

審査結果付託委員会名陳情者等件 名受理年月日番 号

採 択総務産業
常任委員会

屋堂羅自治会長
伊井野 巌

屋堂羅川稗田山ノ神橋付近護
岸基礎修復に関する陳情書

平成22年
８月24日

陳 情
第12号

採 択総務産業
常任委員会

屋堂羅自治会長
伊井野 巌

屋堂羅川小畑下付近の護
岸嵩上げ及び、河床掘削に
関する陳情書

平成22年
８月24日

陳 情
第13号

採 択総務産業
常任委員会

屋堂羅自治会長
伊井野 巌

屋堂羅移動通信鉄塔整備に
伴う管理道路の町道編入早
期実施に関する陳情書

平成22年
８月24日

陳 情
第14号

採 択総務産業
常任委員会

屋堂羅自治会長
伊井野 巌

屋堂羅地区土砂災害警戒区
域（急傾斜地の崩壊）の早
期整備実施に関する陳情書

平成22年
８月24日

陳 情
第15号

趣 旨
採 択

教育民生
常任委員会

新日本婦人の会
鳥取県本部会長、他

日本軍｢慰安婦｣問題の解決
をめざす法制定を求める意
見書の提出を求める陳情

平成22年
８月27日

陳 情
第16号

◎陳情・請願
町民の皆様が、町政などについて要望等を、直接議会に書面で提出できる制度として請願、陳情があります。議長宛に議
会事務局へ提出してください。提出された請願、陳情は関係の常任委員会で審査の上、本会議で採決を決め、趣旨が行政に
生かされるようにします。詳しくは、議会事務局（電話82－2212）にお問い合わせください。
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委委委 員員 会会 活活 動 報動 報 告告

８月２日
所管施設の使用に関すること。
小中一貫に関すること。

町民福祉課
◎高齢者自立支援ハウス及び寄宿舎の賃貸借につい

て。駐車場の賃貸借について。
国道482号トンネル工事(茗荷谷トンネル)に伴う特
定建設工事共同企業体職員及び取引業者の宿舎、使
用人数、賃貸借料金ついて協議。

意見 煙賃貸借中に利用したい人があった場合の対
応は、どうなる。

説明 煙公民館、保健センター、町営住宅で対応した
い。

教育委員会
◎小中一貫校設立委員会に係る委員会、部会等開催状

況について
質問 煙小中一貫教育での主な総合的な学習領域は。
説明 煙総合的な学習は、小中一貫校を想定して検討

していきたい。若桜の歴史や地域的なことに
加えて、福祉などの学習を想定している。

◎給食センターの耐力度調査について
質問 煙８月に結果が出るが建て直しの検討を考え

ているのか。
説明 煙給食センターは、県内でも１番古く、新築し

たい。
９月９日 歳入補正予算について

町民福祉課
質問 煙療育指導事業の内容は、どうなっているか。
説明 煙通所対象者は、小学校就学前までで、親子通

園。食事などの基本的な生活習慣や友達と遊
べることを身に着ける教育をしている。

教育委員会
◎若桜小学校体育館耐震補強事業追加工事について。
説明 煙請負差額等により残額(交付金対象)があるた

め床のリフレッシュ工事等追加予定。
◎男女共同参画（案）ついて
説明 煙12月議会に上程したいと考えている。

教育民生常任委員会総務産業常任委員会

９月８日
9月定例議会に向けての議案の説明

総務課
質問 煙ブロードバンド事業の進捗状況は。
説明 煙２月末までは70％になると思う。河川カメラ

を19箇所、道路カメラを１箇所、10月中旬か
ら下旬までに設置したい。

質問 煙過去に災害があった記録を元に考えたのか。
説明 煙災害危険区域は、過去に災害があったところ

を考慮して検討している。

企画財政課
質問 煙子ども手当の支給予算額がなぜ当初と違っ

ていたのか。
説明 煙当初予算では前年度の数値を計上していた。

税務課
質問 煙国民健康保健税は税率改正したが、予算の減

額はないのか。
説明 煙予算は変わらない。

産業観光課
質問 煙岩屋堂休憩所建設はどうなっているのか。
説明 煙景観的な問題もある。場所は自治会で決めて

いただく。
質問 煙熊を２頭放獣されたが、その後の情報は。
説明 煙発信機で行動確認しているが、被害が出る状況

ではない。

町土整備課
説明 煙R482号の期成同盟会の話を香美町としてい

る。道路改修箇所のうち氷ノ山地域１ヶ所が
残っている。町道認定から進んでいないが、
規約案を作成中。２町で結成する概要であり
会員は町長と議員で今月中に案をまとめ、11
月中に発足の会をもちたい。



調査年月日 平成22年8月25日（水）～26日（木）の2日間
場 所 東京・シェーンバッハ砂防
参 加 者 委員4名（前住、中村、奈羅尾、山本）
調 査 内 容 講 師科 目時 間月 日

全国町村議会議長会事務総長
高田 恒氏開講のあいさつ13：00

～13：10

8/25

武庫川女子大学言語文化研究所・同文学部教授
佐竹 秀雄氏わかりやすい文章表現・表記13：10

～14：20
（株）宣伝会議取締役編集室長

田中 里沙氏
読まれる広報紙のつくり方
～情報社会のコミュニケーション～

14：30
～15：40

（株）ニューズ・ツー・ユー代表取締役社長
神原弥奈子氏

ネットＰＲ発想で考える自治体ホー
ムページの活用方法

15：50
～17：00

エディター・城市創事務所代表
城市 創氏

議会広報クリニック
第２分科会

9：00
～12：008/26

議会だより調査特別委員会調査研究
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わわわ かか ささ 議議 会会 だだ よよ りり平平成22平成22年年1111月月 第134号（14第134号（14））

（３）東秩父村
視察内容……圏域内公共交通の現況と村営バス、ＮＰＯ法人「ふれあいやまびこ会」のよる移

送サービス事業の運営状況。
埼玉県の市町村で唯一の「村」。県の西部に位置し、都心から60娃圏にある。

○バス
①民間路線バス……イーグルバス（株）（川越市） 小川町駅～東秩父村・皆谷・白石車庫線
②村営バス………寄居線……和紙の里～寄居駅 （19区間 ） 11.2km
③福祉・過疎地有償運送「特定非営利活動法人ふれあいやまびこ会」（ＮＰＯ法人）が運行。
煙利用料金……初乗り（１娃まで）280円、以後１娃ごとに55円加算
煙輸送の状況…年間延べ人数 約6,000人～7,000人

感想 ３種類のバスが走っているが、それぞれ地域的、用途的に住み分け、問題が起きていない。
村営バス、福祉有償バスは、経営改善の手段が講じられており、自立の気概が伺えた。

（４）武蔵野市
視察内容……セカンドスクール事業の現状と課題、都市と農村との交流事業及び、今後の展開
◎セカンドスクール
○目的 武蔵野市立小中学校に在籍する児童及び生徒が、授業の一部を自然に恵まれた農山漁
村に長期間滞在し、総合的な体験学習活動を行うセカンドスクールを実施する。
○経緯と変遷
武蔵野市学校経営検討委員会の「生き生きとした子どもの育成を目指し、地域と一体になっ
て進める学校づくり］報告書でセカンドスクールが提言された。
○武蔵野市教育委員会の基本方針（抜粋）
学校教育と社会教育の連携を図り、特色のある教育の一層の充実を図るとともに、総合的な
教育施策を推進する。

感想 各学校とも、訪問地における体験内容の事前学習、終了後は報告書の作成などの事後学習、
児童・生徒の感想と反省、保護者の感想、総合的な学習と時間との関連、次年度に向けての
反省と課題などがしっかりまとめられており、一回一回の実績が着実に積み上げられている
ことは大変有意義なことである。

わわわ かか ささ 議議 会会 だだ よよ りり（（（1155））第134号第134号 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 平平成22年平成22年1111月月

１．調査年月日 平成22年６月28日（水）～30日（金）
２．調 査 地 （１）東京都千代田区 衆・参議員会館他

（２）東京都港区 東日本電信電話（株）
（３）埼玉県秩父郡東秩父村
（４）東京都武蔵野市

３．調査の目的 （１）鳥取県選出国会議員に対する、若桜鉄道の存続支援等の要請行動
（２）デマンド交通システム、運営について
（３）セカンドスクール、都市と農村との交流事業について

４．参 加 者 議員10名 議会事務局職員１名 担当課職員１名 計12名
５．調 査 内 容
（１）国会議員への要請行動

石破茂・赤沢亮生・湯原俊二衆議院議員、川上義博・浜田和幸参議院議員に対して、若桜鉄
道の存続、森林整備対策の充実、鳥獣被害対策、地方交付税の復元と算定基準の見直しの４点
について町長、議長連名による要望書を提出し要請した。

（２）東日本電信電話（株）
調査内容………地域にやさしい新たな地域公共交通・デマンド交通システムの構築

○デマンド交通システムとは
バス路線の廃止や縮小等、地域住民にバスとタクシーのメリットを生かした安心・安全な

新しい交通システムであり、生活交通に関する財政支出の軽減に繋がる施策として注目され
ています。

デマンド交通のイメージ図

○ＮＴＴ東日本のシステム
ＩＣＴ（情報通信技術）による

デマンド交通システムは、住民
サービスの向上・経費削減にも繋
がる。
煙中国地方での導入…島根県雲
南市、広島県世羅町、安芸高田
市、岡山県和気町

感想 町営バスが運行開始したばか
りではあるが、今後の運営状況に
よっては、将来における方法とし
てＩＣＴを使ったデマンド交通
も視野に入れてみてはどうかと
思った。

公共交通調査特別委員会

調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調 査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査 研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研 究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究 報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報査 研 究 報 告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
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平
成

年
夏
、
今
年
は
異
常
気

20

象
と
も
思
え
る
暑
い
日
が
続
き
、９

月
に
入
る
と
少
し
涼
し
く
な
っ
た
。

そ
れ
も
つ
か
の
間
、
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
た
ア
メ
リ
カ

発
の
金
融
不
安
は
、日
本
、欧
州
も

巻
き
込
み
、株
価
の
暴
落
に
よ
る
世

界
恐
慌
か
？

テ
レ
ビ
・
新
聞
等
で

報
道
さ
れ
て
い
る
。
涼
し
い
の
を
通

り
こ
し
て
背
筋
の
寒
く
な
る
思
い

で
あ
る
。

反
面
先
日
は
、４
人
の
方
が
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
合
計
で

人
16

と
な
る
明
る
い
ニュ
ー
ス
が
少
し
気

持
ち
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。

９
月
議
会
に
於
い
て

年
度
決
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算
も
認
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、経
常
収
支
比
率
・
実
質

公
債
費
比
率
共
に
改
善
傾
向
に
あ

る
が
、
さ
ら
な
る
改
善
努
力
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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夫
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民
主
党
政
権
が
誕
生
し
て
１
年

が
過
ぎ
、
鳩
山
氏
か
ら
菅
総
理
に

代
わ
り
政
局
が
落
ち
着
く
か
と
思

え
ば
、
小
沢
氏
政
治
献
金
、
中
国

漁
船
、
大
阪
地
検
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
元
鳥
取
県
知
事
、

片
山
善
博
氏
が
総
務
大
臣
に
入
閣

さ
れ
、
活
躍
を
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

本
町
で
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

事
業
の
準
備
が
着
々
と
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
次
の
重
要
課
題
で
あ

る
小
中
一
貫
校
建
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に
伴
う
校
舎

建
設
の
設
計
委
託
料
予
算
を
承
認

し
ま
し
た
。

若
桜
町
の
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
有
意
義
な
学

校
生
活
が
過
ご
せ
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
し
た
い
と
考
え
ま

す
。議

員
研
修
、
広
報
研
修
会
等
に

参
加
し
、
広
報
の
重
要
性
を
痛
感

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
生
き
た

広
報
紙
の
作
成
に
向
け
、
努
力
し

て
い
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た
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と
思
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ま
す
。

皆
様
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若
桜
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ま
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み
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っ
た
店
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車
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に
な
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て
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す
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人
口
も
約
四
千
人
と
な

り
、寂
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
通
勤
通
学
の
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便

性
、
経
済
性
を
考
え
る
と
町

外
へ
転
出
さ
れ
る
の
も
仕
方
が

無
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
私
の
周
り
に
は
、

若
桜
へ
来
て
く
れ
た
嫁
さ
ん
、

婿
さ
ん
、若
桜
を
愛
す
る
若
者

た
ち
、い
つ
も
応
援
し
て
く
れ

る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。ま
た
若
桜
の
特

産
品
作
り
に
努
力
を
重
ね
る

地
元
業
者
、グ
ル
ー
プ
の
方
々

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。と
て

も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、気
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
若
桜
の
人
は
、よ

そ
の
人
の
受
け
入
れ
が
下
手

な
気
が
し
ま
す
。観
光
に
来
ら

れ
た
方
に
も
自
然
な
声
か
け

が
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、

私
の
反
省
も
含
め
て
思
い
ま

す
。
最
近
で
は
町
外
、県
外
へ

出
か
け
て
話
し
か
け
ら
れ
る

と
、若
桜
の
自
慢
を
し
て
思
わ

ぬ
友
人
が
で
き
、訪
れ
た
ま
ち

が
大
好
き
に
な
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
出
か
け
て
行
っ

て
も
地
域
の
人
に
知
ら
ん
顔

さ
れ
て
は
寂
し
い
も
の
で
す
。

ま
ち
の
人
の
声
か
け
で
、若
桜

の
人
の
温
か
さ
が
伝
わ
る
気

が
し
ま
す
。

自
然
な
声
か
け
で

西谷 早苗さん
（西町）

明
る
い
未
来
の
た
め
に

岡山 直樹さん
（若葉団地）

意意見をお寄せくださ意見をお寄せくださいい
メール：gikai＠town.wakasa.tottori.jp

ＦＡＸ：0858（82）2222

を
一
度
に
解
決
す
る
方
策
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
は
「
私
に
一
体
何

が
で
き
る
か
」
を
考
え
た
と
き
町

民
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
自
覚

を
持
つ
た
め
に
も
行
事
・
会
合
に

出
る
こ
と
が
一
番
の
近
道
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
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ま
す
。

そ
れ
は
地
域
の
行
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で
あ
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た
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で
す
が
、
町
と
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関
わ

議
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だ
よ
り
の
原
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受
け
、
何
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こ
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と
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い

た
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ま
し
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が
、
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私
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若
桜
町

の
た
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き
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な
り
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え
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み
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す
。

若
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、
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成

年
24

度
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あ
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私
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。
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。
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校
に
な
り
ま
す
。
将
来
の
若
桜
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ち
に
と
っ
て

よ
り
良
い
方
向
へ
、
そ
し
て
そ
の

子
ど
も
た
ち
の
子
ど
も
が
通
う

学
校
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ

う
な
る
事
に
よ
っ
て
若
桜
町
の

明
る
い
未
来
が
見
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
。


